
旧 新 備考

第２条 （本サービスについて）
1. 本サービスは、唾液中に含まれる複数の代謝物質

等の濃度を測定し、測定データを臨床研究のデー
タと照らし合わせて統計的に解析し、がんに罹患
している可能性を評価する方法により実施します。

以下略

8.本検査結果で「がんのリスクが低いと判定された
方」でも、がんに罹患していないとは言い切れず、ま
た、「がんのリスクが高いと判定された方」でも、必
ずしもがんに罹患している

第２条 （本サービスについて）
1. 本サービスは、唾液中に含まれる複数の代謝物質

等の濃度を測定し、測定データを臨床研究のデー
タと照らし合わせて統計的に解析し、がんに罹患
している可能性を評価する方法により実施します。

以下略

8.本検査結果で「がんのリスクが低いと評価された
方」でも、がんに罹患していないとは言い切れず、ま
た、「がんのリスクが高いと評価された方」でも、必
ずしもがんに罹患していることを示すものではありま
せん。

＜修正＞
正しい表現に修正いたしました。

なお、以降の条文について（第11条1）「代謝物質
等」を「代謝物」に修正しております。

第３条 （本サービスの申込み）
1. 利用者は、唾液内代謝物質等濃度測定検査キット
（以下「検査キット」といいます）を購入するにあた
り、当社所定の条件及び方法に従い、当社の指定する
情報（以下「ユーザー情報」といいます）を提供して
本サービスを申し込むものとします。

第３条 （本サービスの申込み）
1. 利用者は、サリバチェッカー検査キット（以下「検
査キット」といいます）を購入するにあたり、当社所
定の条件及び方法に従い、当社の指定する情報（以下
「ユーザー情報」といいます）を提供して本サービス
を申し込むものとします。

＜変更＞
検査キットの名称を変更いたしました。

第１１条
（本検査結果情報の性質および検査により予測される
結果や不利益について）
1. 本検査結果に示される疾患に罹患している可能性は、
唾液中に含まれるポリアミンをはじめとした複数の代
謝物質等を超高感度質量分析装置にて分離・検出、そ
の複数の物質の組み合わせを臨床研究のデータと照ら
し合わせ評価したものです。

第１１条
（本検査結果情報の性質および検査により予測される
結果や不利益について）
1. 本検査結果に示される疾患に罹患している可能性は、
唾液中に含まれるポリアミンをはじめとした複数の代
謝物質等を超高感度質量分析装置にて分離・検出、そ
の複数の代謝物の組み合わせを臨床研究のデータと照
らし合わせ評価したものです。

＜修正＞
正しい表現に修正を行いました。
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旧 新 備考

第１２条 
（本検査結果の基礎とする情報）
本サービスは、複数の臨床研究の結果を基にしています。
それらの臨床研究は医学・生命科学関連の文献データ
ベースに掲載されており、同分野における専門家による
査読を受けるとともに、その他の統計学的手法に基づい
て実施されています。参考文献については、ウェブサイ
ト当社に記載のとおりです。

第１２条 
（本検査結果の基礎とする情報）
本サービスは、複数の臨床研究の成果を基にしています。
それらの臨床研究は医学・生命科学関連の文献データ
ベースに掲載されており、同分野における専門家による
査読を受けるとともに、その他の統計学的手法に基づい
て実施されています。参考文献については、当社ウェブ
サイトに記載のとおりです。

＜修正＞
正しい表現に修正を行いました。

第１３条 （本検査結果の開示方法ならびに結果の解釈）
3. 本検査結果の読み方については、検査結果や精密検査
についての相談が可能な当社と提携している医療機関へ
お問い合わせください。

第１３条 （本検査結果の開示方法ならびに結果の解釈）
3.本検査結果の見方については、解説書又はオンライン
相談及び電話相談、精密検査については当社と提携して
いる医療機関等へ問い合わせください。

＜変更＞
SalivaChecker®の付随するサービスに合わせ変更を行いま
した。

第２４条 （免責）
9.本検査は以下の事由に該当する場合、測定結果が影響
を受ける可能性があります。なお今後の研究において影
響を及ぼす事由が変更・追加される可能性もあります。
事由に変更・追加があった際は当社ウェブサイトに掲示
します。
以下略

②利用者が潰瘍性⼤腸炎や関節リウマチなどの炎症疾患
を抱えているとき

④利用者が細菌やウィルスに感染しているとき

⑧試料採取前2日以内に豆類、シジミ、ナッツ類およびそ
れらを主原料とした食品・サプリメントを摂取したとき

第２４条 （免責）
9.本検査は以下の事由に該当する場合、測定結果が影響
を受ける可能性があります。なお今後の研究において影
響を及ぼす事由が変更・追加される可能性もあります。
事由に変更・追加があった際は当社ウェブサイトに1週間
以上掲示します。
以下略

②利用者が潰瘍性⼤腸炎や関節リウマチなどの炎症疾患
を有するとき

④発熱や炎症に伴う症状があるとき

⑧試料採取前2日以内に豆類、シジミ、ナッツ類およびそ
れらを主原料とした食品・サプリメントを摂取したとき

＜追加＞
変更・追加等あった場合は1週間以上提示するように追加
いたしました。

＜削除＞
当社、研究開発の成果により旧第24条（免責）9の⑧に関
しては、免責事項より削除いたします。

＜変更＞
上記条文削除のため繰り上げ

＜修正＞
新②、④、⑰、⑱を正しい表現に修正いたしました。
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